
２０１２～２０１３年度

国際ロータリー第２７９０地区第８分区

ＩＮＴＥＲＣＩＴＹ　ＭＥＥＴＩＮＧ

２０１３年２月１７日

会場　多古町商工会館



国際ロータリー第２７９０地区第８分区

２０１２～２０１３年度

ＩＮＴＥＲＣＩＴＹ　ＭＥＥＴＩＮＧ

13：30　登録受付

14：00　点　　鐘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガバナー補佐　兼松はじめ

　　　　国家斉唱

　　　　ロータリーソング「奉仕の理想」

　　　　物故会員に黙禱　　　　　　　　　　　　　　　　　ガバナー補佐　兼松はじめ

14：15　開会の言葉　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐原Ｒ．Ｃ.会長　大堀　成美

　　　　ホストクラブ会長歓迎の言葉　　　　　　　　　　多古Ｒ.Ｃ.会長　高橋　勝男

14：20　ガバナー補佐挨拶・講師紹介　　　　　　　　　　　ガバナー補佐　兼松はじめ

14：30　基調講演　「日本の耳　世界の耳」　　　　　　　　　　　　講　師　石毛誠志様

　　　　・・　なぜ音楽文化なのか　・・

　　　　御礼の言葉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガバナー補佐　兼松はじめ

15：30　坂本前ガバナー補佐へ記念品贈呈　　　　　　　　　ガバナー補佐　兼松はじめ

        前ガバナー補佐御礼の言葉　　　　　　　　　　　前ガバナー補佐　坂本　文夫

　　　　次年度ガバナー補佐・ホストクラブ発表　　　　　　ガバナー補佐　兼松はじめ

　　　　次年度ガバナー補佐挨拶　　　　　　　　　　次年度ガバナー補佐　山田　要

　　　　次年度ホストクラブ会長挨拶　　　　　　　　小見川Ｒ．Ｃ．会長　大津　頼政

　　　　閉会の言葉　　　　　　　　　　　　　　　佐原・香取Ｒ.Ｃ.会長　神田　哲彦

16：00　点　　鐘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガバナー補佐　兼松はじめ

　　　　　　　

　　　　　　　　　　・・・　懇親会会場「萬勢庵」へ移動　・・・

16：30　　　　　　　　　・・・　懇親会　・・・

 

 

開催日　　2 0 1３年２月１７日（日）

会　場　多古町商工会館

◎司会進行　（ＳＡＡ）飯田武之・（幹事）山崎吉高 



1：私と音楽   なぜ音楽の世界にのめり込んだのか

2：音楽は世界の共通語　？

    西洋人が聴いた日本の音楽　日本人が聴いた西洋の音楽

　　世界のリズム感

3：日本の音　西洋の音

   　西洋の音感覚　日本の音感覚　楽器の違い

4：日本人が選んだ音楽

　　　国歌「君が代」をめぐって

5：普遍的な音楽活動の特性

　　　社会性　時間性　時間空間性　脳の活動と音楽療法

6：宗教と音楽

　　　音楽の怖さ

　　　キリスト教と西洋音楽　キリスト教と民主主義

7：西洋音楽はなぜグローバル？になったのか　

　　　道具としての西洋音楽

8：文化と音楽　文化と文明　なぜ音楽活動か

9：文化と平和　花としての文化　「あれかこれか」

「日本の耳　世界の耳」　なぜ音楽文化なのか

【講演者プロフィール】　　　　　　　　　　　　　石毛　誠志（いしげ　せいし）様

国立（くにたち）音楽大学教育音楽学科（リトミック科）卒業。

高校時代より大中恩の主催する合唱団に参加。千葉県公立高校教諭として音楽教育にあたる傍ら、一貫

して合唱活動に携わり、一般合唱団を育成してきた。東総、茨城県南地域の「第九」、オペラ、ミュージ

カル等においてオーケストラ、合唱を指揮、指導。またバリトンとして街角コンサートや、少年刑務所、

福祉施設の訪問コンサート等、歌の演奏活動も行っている。前千葉県立多古高等学校校長。

現在、医療法人黒潮会介護老人保健施設「すこやかリハビリケアセンター」（旭市）副施設長。佐原混声

合唱団、多古男声合唱団おろち指揮者。アンサンブルＴＯＮＥ主宰。東庄町笹川在住。


